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第１０章第１０章第１０章第１０章 

ドゥルヴァ・マハーラージャとドゥルヴァ・マハーラージャとドゥルヴァ・マハーラージャとドゥルヴァ・マハーラージャと 

ヤクシャヤクシャヤクシャヤクシャ族族族族の戦いの戦いの戦いの戦い 
 

第１節第１節第１節第１節 

 
MaE}aeYa ovac 

Pa[JaaPaTaeduRihTar& iXaéuMaarSYa vE Da]uv" ) 
    oPaYaeMae >a]iMa& NaaMa TaTSauTaaE k-LPavTSaraE )) 1 )) 

 
マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 

maitreya uväca 
 

プラジャーパテール ドゥヒタランム 

prajäpater duhitaraà 
 

シシュマーラッシャ ヴァイ ドゥルヴァハ 

çiçumärasya vai dhruvaù 
 

ウパイェーメー ブフラミンム ナーマ 

upayeme bhramià näma 
 

タトゥ・スタウ カルパ・ヴァトゥサラウ 

tat-sutau kalpa-vatsarau 
 

maitreyaù uväca—偉大な聖者マイトゥレーヤが続けた; prajäpateù—プラジャーパティの; 

duhitaram—娘; çiçumärasya—シシュマーラの; vai—確かに; dhruvaù—ドゥルヴァ・マハーラ

ージャ; upayeme—結婚した; bhramim—ブラミ; näma—〜という名前の; tat-sutau—彼女の

息子たち; kalpa—カルパ; vatsarau—ヴァトゥサラ。 
 

偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。そのあと、ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。そのあと、ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。そのあと、ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。そのあと、ドゥルヴァ・マハ

ーラージャはプラジャーパティーラージャはプラジャーパティーラージャはプラジャーパティーラージャはプラジャーパティ・シシュマーラの娘ブラミと結婚し、カルパとヴァトゥ・シシュマーラの娘ブラミと結婚し、カルパとヴァトゥ・シシュマーラの娘ブラミと結婚し、カルパとヴァトゥ・シシュマーラの娘ブラミと結婚し、カルパとヴァトゥ

サラという子サラという子サラという子サラという子をもうけた」をもうけた」をもうけた」をもうけた」 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

この節から、ドゥルヴァ・マハーラージャは、父親の王座を受けつぎ、父が自己を悟る

ために森に入っていったあとに結婚したことがわかります。このことで言及すべき重要な点

は、マハーラージャ・ウッターナパーダは我が子に強い愛着を感じていたのに、また父親は

息子や娘ができるだけ早く結婚できるよう手配するのが義務であるはずなのに、なぜ、宮殿
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を去るまえに我が子を結婚させなかったのか、という疑問です。それは、マハーラージャ・

ウッターナパーダがラージャルシ、すなわち聖なる王だったから、という理由によります。

国務や行政管理で忙しくても、自己の悟りを強く願っていたのです。そのため、ドゥルヴァ・

マハーラージャが国政を担当するにふさわしい人物になったときを出家する機会と考え、５

歳にすぎない我が子が、恐れることなく自己の悟りを求めて家を出たように、宮殿を後にし

たのでした。精神的悟りこそが他のどれほど重要な仕事よりも優先されるべきことをしめす

希な例と言えます。マハーラージャ・ウッターナパーダは、ドゥルヴァ・マハーラージャの

結婚はそれほど重要ではなく、自分が自己の悟りのために森に行くことを優先すべきである

ことを、よく知っていたのです。 

 

第２節第２節第２節第２節    
 

wl/aYaaMaiPa >aaYaaRYaa& vaYaae" Pau}Yaa& Mahabl/" ) 
   Pau}aMauTk-l/NaaMaaNa&  Yaaeizd]ÒMaJaqJaNaTa(     )) 2 )) 

 
イラーヤーンム アピ バハーリャーヤンム 

iläyäm api bhäryäyäà 
 

ヴァーヨーホ プトゥリャーンム マハー・バラハ 

väyoù putryäà mahä-balaù 
 

プトゥランム ウトゥカラ・ナーマーナンム 

putram utkala-nämänaà 
 

ヨーシドゥ・ラトゥナンム アジージャナトゥ 

yoñid-ratnam ajéjanat 
 

iläyäm—イラーという名の妻に; api—もまた; bhäryäyäm—妻に; väyoù—半神ヴァーユ

（空気の支配者）の; putryäm—娘に; mahä-balaù—非常に力強いドゥルヴァ・マハーラー

ジャ; putram—息子; utkala—ウトゥカラ; nämänam—その名の; yoñit—女性; ratnam—

宝石; ajéjanat—彼はもうけた。 
 

きわめて力強いドゥルヴァ・マハーラージャには、半神ヴァーユの娘であるイラー（きわめて力強いドゥルヴァ・マハーラージャには、半神ヴァーユの娘であるイラー（きわめて力強いドゥルヴァ・マハーラージャには、半神ヴァーユの娘であるイラー（きわめて力強いドゥルヴァ・マハーラージャには、半神ヴァーユの娘であるイラー（Ilä））））

という別の妻がいた。ドゥルヴァ・マハーラージャはイラーとのあいだに、ウトゥカラという別の妻がいた。ドゥルヴァ・マハーラージャはイラーとのあいだに、ウトゥカラという別の妻がいた。ドゥルヴァ・マハーラージャはイラーとのあいだに、ウトゥカラという別の妻がいた。ドゥルヴァ・マハーラージャはイラーとのあいだに、ウトゥカラ

という子息と美貌の娘をもうけた。という子息と美貌の娘をもうけた。という子息と美貌の娘をもうけた。という子息と美貌の娘をもうけた。 

 
第３節第３節第３節第３節 

 

otaMaSTvk*-TaaeÜahae Ma*GaYaaYaa& bl/IYaSaa    ) 
    hTa" Pau<YaJaNaeNaad]aE TaNMaaTaaSYa GaiTa& GaTaa )) 3 )) 
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ウッタマス トゥヴ アクリトードゥヴァーホー 

uttamas tv akåtodväho 
 

ムリガヤーヤーンム バリーヤサー 

mågayäyäà baléyasä 
 

ハタハ プニャ・ジャネーナードゥラウ 

hataù puëya-janenädrau 
 

タン・マーターッシャ ガティンム ガター 

tan-mätäsya gatià gatä 
 

uttamaù—ウッタマ; tu—しかし; akåta—〜がない; udvähaù—結婚; mågayäyäm—狩り

の途中で; baléyasä—非常に強い; hataù—殺された; puëya-janena—あるヤクシャに; 

adrau—ヒマラヤ山脈で; tat—彼の; mätä—⺟親（スルチ）; asya—彼女の息子; gatim—道; 

gatä—従った。 

 

ドゥルヴァ・マハーラージャの弟で、未婚のウッタマは、ヒマラヤ山脈で狩りをしてドゥルヴァ・マハーラージャの弟で、未婚のウッタマは、ヒマラヤ山脈で狩りをしてドゥルヴァ・マハーラージャの弟で、未婚のウッタマは、ヒマラヤ山脈で狩りをしてドゥルヴァ・マハーラージャの弟で、未婚のウッタマは、ヒマラヤ山脈で狩りをして

いるとき、ひとりの強靱なヤクシャに殺害された。⺟スルチも、我がいるとき、ひとりの強靱なヤクシャに殺害された。⺟スルチも、我がいるとき、ひとりの強靱なヤクシャに殺害された。⺟スルチも、我がいるとき、ひとりの強靱なヤクシャに殺害された。⺟スルチも、我が子がたどった道を子がたどった道を子がたどった道を子がたどった道を

選び、死亡した。選び、死亡した。選び、死亡した。選び、死亡した。 

 
第４節第４節第４節第４節 

 

Da]uvae >a]aTa*vDa& é[uTva k-aePaaMazRéucaiPaRTa"   ) 
     JaE}a& SYaNdNaMaaSQaaYa GaTa" Pau<YaJaNaal/YaMa( )) 4 )) 

 
ドゥルヴォー ブフラートゥリ・ヴァダハンム シュルトゥヴァー 

dhruvo bhrätå-vadhaà çrutvä 
 

コーパーマルシャ・シュチャールピタハ 

kopämarña-çucärpitaù 
 

ジャイトゥランム シャンダナンム アースタハーヤ 

jaitraà syandanam ästhäya 
 

ガタハ プニャ・ジャナーラヤンム 

gataù puëya-janälayam 
 

dhruvaù—ドゥルヴァ・マハーラージャ; bhrätå-vadham—弟の殺害; çrutvä—この知ら

せを聞くこと ; kopa—怒り ; amarña—報復 ; çucä—嘆き ; arpitaù—〜で満たされて ; 

jaitram— 勝 利 の ; syandanam— 戦 闘 馬 車 ; ästhäya— 乗 っ て い る ; gataù— 行 っ た ; 

puëya-jana-älayam—ヤクシャの都へ。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、弟のウッタマがヒマラヤ山脈でヤクシャ族に殺されドゥルヴァ・マハーラージャは、弟のウッタマがヒマラヤ山脈でヤクシャ族に殺されドゥルヴァ・マハーラージャは、弟のウッタマがヒマラヤ山脈でヤクシャ族に殺されドゥルヴァ・マハーラージャは、弟のウッタマがヒマラヤ山脈でヤクシャ族に殺され
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たことを聞き、嘆きと怒りに圧倒され、すぐさま戦闘馬車に乗ってヤクシャの都アラカたことを聞き、嘆きと怒りに圧倒され、すぐさま戦闘馬車に乗ってヤクシャの都アラカたことを聞き、嘆きと怒りに圧倒され、すぐさま戦闘馬車に乗ってヤクシャの都アラカたことを聞き、嘆きと怒りに圧倒され、すぐさま戦闘馬車に乗ってヤクシャの都アラカ

ープリーに向かった。ープリーに向かった。ープリーに向かった。ープリーに向かった。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ドゥルヴァ・マハーラージャが悲しみに打たれ、怒り、そして敵に憎しみをいだいたのは、

偉大な献愛者としての立場に反することではありません。献愛者は怒ってはいけない、憎ん

でも、悲しみに意気消沈してもいけない、とする考えはまちがっています。ドゥルヴァ・マ

ハーラージャは王であり、弟がヒマラヤ一帯に住むヤクシャに理不尽な殺されかたをしたと

き、かれらに報復するのは当然の義務だったのです。 

 
第５節第５節第５節第５節 

 

GaTvaedqcq& idXa& raJaa åd]aNaucrSaeivTaaMa( ) 
      ddXaR ihMavd(d]]ae<Yaa& Paurq& Gauùk-Sax(ku-l/aMa( )) 5 )) 

 
ガトゥヴォーディーチーンム ディシャンム ラージャー 

gatvodécéà diçaà räjä 
 

ルドゥラーヌチャラ・セーヴィターンム 

rudränucara-sevitäm 
 

ダダルシャ ヒマヴァドゥ・ドゥローニャーンム 

dadarça himavad-droëyäà 
 

プリーンム グヒャカ・サンクラーンム 

puréà guhyaka-saìkuläm 
 

gatvä—行くこと; udécém—北部; diçam—方向; räjä—ドゥルヴァ王; rudra-anucara—

ルドゥラ、すなわち主シヴァの従者たちによって; sevitäm—住んでいる; dadarça—見た; 

himavat—ヒマラヤの; droëyäm—ある谷に; purém—都市; guhyaka—幽霊のような人々; 

saìkuläm—〜で満たされた。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、ヒマラヤ山脈一帯の北部を目指して進んだ。ある谷ドゥルヴァ・マハーラージャは、ヒマラヤ山脈一帯の北部を目指して進んだ。ある谷ドゥルヴァ・マハーラージャは、ヒマラヤ山脈一帯の北部を目指して進んだ。ある谷ドゥルヴァ・マハーラージャは、ヒマラヤ山脈一帯の北部を目指して進んだ。ある谷

に到着したとき、主シヴァの従者である幽霊のような人々であふれた都市を見つけた。に到着したとき、主シヴァの従者である幽霊のような人々であふれた都市を見つけた。に到着したとき、主シヴァの従者である幽霊のような人々であふれた都市を見つけた。に到着したとき、主シヴァの従者である幽霊のような人々であふれた都市を見つけた。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節では、ヤクシャ族はほとんどが主シヴァの従者である、と述べられています。この

ヤクシャに関する説明から、ヒマラヤ⺠族のチベット人と考えられます。 
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第６節第６節第６節第６節 

 

dDMaaE Xa«& b*hØahu" %& idXaêaNauNaadYaNa(  ) 
    YaeNaaeiÜGand*Xa" +ataåPadeVYaae_}aSaN>a*XaMa(    )) 6 )) 

 
ダドゥマウ シャンカハンム ブリハドゥ・バーフフ 

dadhmau çaìkhaà båhad-bähuù 
 

カハンム ディシャシュ チャーヌナーダヤン 

khaà diçaç cänunädayan 
 

イェーノードゥヴィグナ・ドゥリシャハ クシャッタル 

yenodvigna-dåçaù kñattar 
 

ウパデーヴョー トゥラサン ブフリシャンム 

upadevyo 'trasan bhåçam 
 

dadhmau—吹き鳴らした; çaìkham—ホラ貝; båhat-bähuù—完全武装した者; kham—

空; diçaù ca—そしてあらゆる方角に; anunädayan—鳴り響かせている; yena—それによ

って; udvigna-dåçaù—非常に不安に見えて; kñattaù—ヴィドゥラよ; upadevyaù—ヤクシ

ャ族の妻たち; atrasan—おののいた; bhåçam—非常に。 
 

マイトゥレーヤが続けた。「ヴィドゥラよ。アラカープリーに到着したドゥルヴァ・マイトゥレーヤが続けた。「ヴィドゥラよ。アラカープリーに到着したドゥルヴァ・マイトゥレーヤが続けた。「ヴィドゥラよ。アラカープリーに到着したドゥルヴァ・マイトゥレーヤが続けた。「ヴィドゥラよ。アラカープリーに到着したドゥルヴァ・

マハーラージャは、すぐにホラ貝を吹き鳴らした。その音は天空に、そして四方八方にマハーラージャは、すぐにホラ貝を吹き鳴らした。その音は天空に、そして四方八方にマハーラージャは、すぐにホラ貝を吹き鳴らした。その音は天空に、そして四方八方にマハーラージャは、すぐにホラ貝を吹き鳴らした。その音は天空に、そして四方八方に

轟いた。ヤクシャ族の妻たちは恐れおののき、その目には不安な様子がありありと浮か轟いた。ヤクシャ族の妻たちは恐れおののき、その目には不安な様子がありありと浮か轟いた。ヤクシャ族の妻たちは恐れおののき、その目には不安な様子がありありと浮か轟いた。ヤクシャ族の妻たちは恐れおののき、その目には不安な様子がありありと浮か

んでいた。んでいた。んでいた。んでいた。 

 
第７節第７節第７節第７節 

 

TaTaae iNaZ§-MYa bil/Na oPadevMaha>a$=a" ) 
ASahNTaSTaiàNaadMai>aPaeTauådaYauDaa"   )) 7 )) 

 

タトー ニシュクラミャ バリナ 

tato niñkramya balina 
 

ウパデーヴァ・マハー・バハターハ 

upadeva-mahä-bhaöäù 
 

アサハンタス タン・ニナーダンム 

asahantas tan-ninädam 
 

アビヒペートゥル ウダーユダハーハ 

abhipetur udäyudhäù 
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tataù—そのあと; niñkramya—出て来て; balinaù—非常に力強い; upadeva—クヴェーラ; 

mahä-bhaöäù—偉大な兵士たち; asahantaù—耐えられずに; tat—ホラ貝の; ninädam—音; 

abhipetuù—攻撃した; udäyudhäù—さまざまな武器に身を固めて。 

 

英雄ヴィドゥラよ。ヤクシャ族の勇壮かつ強靱な兵士たちは、ドゥルヴァ・マハーラ英雄ヴィドゥラよ。ヤクシャ族の勇壮かつ強靱な兵士たちは、ドゥルヴァ・マハーラ英雄ヴィドゥラよ。ヤクシャ族の勇壮かつ強靱な兵士たちは、ドゥルヴァ・マハーラ英雄ヴィドゥラよ。ヤクシャ族の勇壮かつ強靱な兵士たちは、ドゥルヴァ・マハーラ

ージャの吹き鳴らす法螺貝の音ージャの吹き鳴らす法螺貝の音ージャの吹き鳴らす法螺貝の音ージャの吹き鳴らす法螺貝の音に耐えきれず、武器を手に、都を出てドゥルヴァに襲いに耐えきれず、武器を手に、都を出てドゥルヴァに襲いに耐えきれず、武器を手に、都を出てドゥルヴァに襲いに耐えきれず、武器を手に、都を出てドゥルヴァに襲い

かかった。かかった。かかった。かかった。 

 
第８節第８節第８節第８節 

 

Sa TaaNaaPaTaTaae vqr oGa]DaNva MaharQa"    ) 
WkE-k&- YauGaPaTSavaRNahNa( ba<aEiñi>aiñi>a" )) 8 )) 

 
サ ターン アーパタトー ヴィーラ 

sa tän äpatato véra 
 

ウグラ・ダハンヴァー マハー・ラタハハ 

ugra-dhanvä mahä-rathaù 
 

エーカイカンム ユガパトゥ サルヴァーン 

ekaikaà yugapat sarvän 
 

アハン バーナイス トゥリビヒス トゥリビヒヒ 

ahan bäëais tribhis tribhiù 
 

saù—ドゥルヴァ・マハーラージャ; tän—彼らすべてを; äpatataù—彼の上に落ちてくる; 

véraù—英雄; ugra-dhanvä—力強い射手; mahä-rathaù—多くの戦闘馬車を相手に戦える者; 

eka-ekam—次々と; yugapat—同時に; sarvän—彼ら全員; ahan—殺害した; bäëaiù—矢で; 

tribhiù tribhiù—３本で。 
 

戦闘馬車を巧みに操り、偉大な射手でもあるドゥルヴァ・マハーラージャは、同時に戦闘馬車を巧みに操り、偉大な射手でもあるドゥルヴァ・マハーラージャは、同時に戦闘馬車を巧みに操り、偉大な射手でもあるドゥルヴァ・マハーラージャは、同時に戦闘馬車を巧みに操り、偉大な射手でもあるドゥルヴァ・マハーラージャは、同時に

３本の矢を放ってヤクシャたちを次々に殺していった。３本の矢を放ってヤクシャたちを次々に殺していった。３本の矢を放ってヤクシャたちを次々に殺していった。３本の矢を放ってヤクシャたちを次々に殺していった。 

 
第９節第９節第９節第９節 

 

Tae vE l/l/a$=l/GanESTaEirzui>a" SavR Wv ih    ) 
MaTva iNarSTaMaaTMaaNaMaaXa&SaNa( k-MaR TaSYa TaTa( )) 9 )) 

 
テー ヴァイ ララータ・ラグナイス タイル 

te vai laläöa-lagnais tair 
 

イシュビヒヒ サルヴァ エーヴァ ヒ 

iñubhiù sarva eva hi 
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マトゥヴァー ニラスタンム アートゥマーナンム 

matvä nirastam ätmänam 
 

アーシャンムサン カルマ タッシャ タトゥ 

äçaàsan karma tasya tat 
 

te—彼等は; vai—確かに; laläöa-lagnaiù—自分たちの頭に集中され; taiù—それらによ

って; iñubhiù—矢; sarve—彼らすべて; eva—確かに; hi—確実に; matvä—考えている; 

nirastam—敗北して; ätmänam—彼ら自身; äçaàsan—讃えた; karma—行動; tasya—彼

の; tat—それ。 
 

ヤクシャ族の勇者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャの矢によって仲間の首がつぎヤクシャ族の勇者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャの矢によって仲間の首がつぎヤクシャ族の勇者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャの矢によって仲間の首がつぎヤクシャ族の勇者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャの矢によって仲間の首がつぎ

つぎとはねられている様を見て、絶体絶命の危機におちいっていることをさとり、敗北つぎとはねられている様を見て、絶体絶命の危機におちいっていることをさとり、敗北つぎとはねられている様を見て、絶体絶命の危機におちいっていることをさとり、敗北つぎとはねられている様を見て、絶体絶命の危機におちいっていることをさとり、敗北

は必至である、と覚悟を決めた。しかし勇者でもあるかれらは、ドゥルヴァの戦いぶりは必至である、と覚悟を決めた。しかし勇者でもあるかれらは、ドゥルヴァの戦いぶりは必至である、と覚悟を決めた。しかし勇者でもあるかれらは、ドゥルヴァの戦いぶりは必至である、と覚悟を決めた。しかし勇者でもあるかれらは、ドゥルヴァの戦いぶり

を褒めたたえた。を褒めたたえた。を褒めたたえた。を褒めたたえた。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

このような正々堂々たる闘魂は、この節ではひじょうに重要な意味があります。ヤクシャ

族は容赦なく攻撃され、その敵がドゥルヴァ・マハーラージャです。が、その勇猛果敢な戦

いぶりを目のあたりにし、一同感服したのでした。敵の力量を率直に認めるこの気質こそが、

真のクシャトリヤ精神と言えましょう。 

 
第１０節第１０節第１０節第１０節 

 

Tae_iPa caMauMaMa*ZYaNTa" PaadSPaXaRiMavaerGaa"  ) 
XarErivDYaNa( YauGaPad( iÜGau<a& Pa[ick-IzRv" )) 10 )) 

 
テー ピ チャームンム アムリッシャンタハ 

te 'pi cämum amåñyantaù 
 

パーダ・スパルシャンム イヴォーラガーハ 

päda-sparçam ivoragäù 
 

シャライル アヴィデャン ユガパドゥ 

çarair avidhyan yugapad 
 

ドゥヴィ・グナンム プラチキールシャヴァハ 

dvi-guëaà pracikérñavaù 
 

te—ヤクシャ族; api—もまた; ca—そして; amum—ドゥルヴァめがけて; amåñyantaù—〜

に我慢できず; päda-sparçam—足に触れられて; iva—のように; uragäù—蛇; çaraiù—矢で; 

avidhyan—打たれて; yugapat—同時に; dvi-guëam—２倍; pracikérñavaù—報復しようとして。 
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足で踏みつけられるのが耐えられない蛇のように、ドゥルヴァ・マハーラージャの驚足で踏みつけられるのが耐えられない蛇のように、ドゥルヴァ・マハーラージャの驚足で踏みつけられるのが耐えられない蛇のように、ドゥルヴァ・マハーラージャの驚足で踏みつけられるのが耐えられない蛇のように、ドゥルヴァ・マハーラージャの驚

異的な力を見て気がおさまらないヤクシャ族は、２倍の数の矢を、すなわち各戦士から異的な力を見て気がおさまらないヤクシャ族は、２倍の数の矢を、すなわち各戦士から異的な力を見て気がおさまらないヤクシャ族は、２倍の数の矢を、すなわち各戦士から異的な力を見て気がおさまらないヤクシャ族は、２倍の数の矢を、すなわち各戦士から

６本の矢を放ち、怒濤のように反撃した。６本の矢を放ち、怒濤のように反撃した。６本の矢を放ち、怒濤のように反撃した。６本の矢を放ち、怒濤のように反撃した。 

 
第１１第１１第１１第１１-１２節１２節１２節１２節 

 

TaTa" PairgaiNaiñ&XaE" Pa[aSaéUl/ParìDaE" 
Xa¢-y*iíi>a>auRéu<@qi>aiê}avaJaE" XarEriPa )) 11 )) 
A>YavzRNa( Pa[ku-iPaTaa" SarQa& SahSaariQaMa( 
wC^NTaSTaTPa[Taqk-TauRMaYauTaaNaa& }aYaaedXa   )) 12 )) 

 
タタハ パリガハ・ニストゥリンムシャイヒ 

tataù parigha-nistriàçaiù 
 

プラーサシューラ・パラシュヴァダハイヒ 

präsaçüla-paraçvadhaiù 
 

シャクティ・リシュティビヒル ブフシュンディービヒシュ 

çakty-åñöibhir bhuçuëòébhiç 
 

チトゥラ・ヴァージャイヒ シャライル アピ 

citra-väjaiù çarair api 
 
 

アビャヴァルシャン プラクピターハ 

abhyavarñan prakupitäù 
 

サラタハンム サハ・サーラティンム 

sarathaà saha-särathim 
 

イッチャンタス タトゥ プラティーカルトゥンム 

icchantas tat pratékartum 
 

アユターナーンム トゥラヨーダシャ 

ayutänäà trayodaça 
 

tataù—そのとき; parigha—鉄の棒で; nistriàçaiù—そして剣; präsa-çüla—三つ叉矛; 

paraçvadhaiù—そして槍; çakti—矛で; åñöibhiù—投げ槍; bhuçuëòébhiù—ブシュンディー

武器で; citra-väjaiù—さまざまな羽をつけた; çaraiù—矢で; api—もまた; abhyavarñan—

ド ゥ ル ヴ ァ に 浴 び せ た ; prakupitäù— 怒 っ て ; sa-ratham— 彼 の 戦 闘 馬 車 と 共 に ; 

saha-särathim—彼の馬車の操縦者と共に; icchantaù—望んでいる; tat—ドゥルヴァの行

動; pratékartum—反撃するために; ayutänäm—何万もの; trayodaça—13。 
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ヤクシャ族の兵力はヤクシャ族の兵力はヤクシャ族の兵力はヤクシャ族の兵力は13万人、どの顔も憤怒の形相凄まじく、ドゥルヴァ・マハーラージ万人、どの顔も憤怒の形相凄まじく、ドゥルヴァ・マハーラージ万人、どの顔も憤怒の形相凄まじく、ドゥルヴァ・マハーラージ万人、どの顔も憤怒の形相凄まじく、ドゥルヴァ・マハーラージ

ャの卓越した戦力に対抗した。あらん限りの力で、ドゥルヴァ・マハーラージャ、そのャの卓越した戦力に対抗した。あらん限りの力で、ドゥルヴァ・マハーラージャ、そのャの卓越した戦力に対抗した。あらん限りの力で、ドゥルヴァ・マハーラージャ、そのャの卓越した戦力に対抗した。あらん限りの力で、ドゥルヴァ・マハーラージャ、その

戦闘馬車、そして御者めがけて、羽のついた多様な型の矢、パリガ（鉄の棍棒）、ニス戦闘馬車、そして御者めがけて、羽のついた多様な型の矢、パリガ（鉄の棍棒）、ニス戦闘馬車、そして御者めがけて、羽のついた多様な型の矢、パリガ（鉄の棍棒）、ニス戦闘馬車、そして御者めがけて、羽のついた多様な型の矢、パリガ（鉄の棍棒）、ニス

トゥリンシャ（剣）、プラーサシューラ（三つ叉矛）、パラシュヴァダ（槍）、シャクトゥリンシャ（剣）、プラーサシューラ（三つ叉矛）、パラシュヴァダ（槍）、シャクトゥリンシャ（剣）、プラーサシューラ（三つ叉矛）、パラシュヴァダ（槍）、シャクトゥリンシャ（剣）、プラーサシューラ（三つ叉矛）、パラシュヴァダ（槍）、シャク

ティ（矛）、リシュティ（投げ槍）、ブシュンディーの武器を雨霰と浴びせかけた。ティ（矛）、リシュティ（投げ槍）、ブシュンディーの武器を雨霰と浴びせかけた。ティ（矛）、リシュティ（投げ槍）、ブシュンディーの武器を雨霰と浴びせかけた。ティ（矛）、リシュティ（投げ槍）、ブシュンディーの武器を雨霰と浴びせかけた。 

 
第１第１第１第１３３３３節節節節 

 

AaEtaaNaPaaid" Sa Tada XañvzeR<a >aUir<aa   ) 
Na Wvad*XYaTaaC^à AaSaare<a YaQaa iGair" )) 13 )) 

 
アウッターナパーディヒ サ タダー 

auttänapädiù sa tadä 
 

シャストゥラ・ヴァルシェーナ ブフーリナー 

çastra-varñeëa bhüriëä 
 

ナ エーヴァードゥリッシャターッチャンナ 

na evädåçyatäcchanna 
 

アーサーレーナ ヤタハー ギリヒ 

äsäreëa yathä giriù 
 

auttänapädiù—ドゥルヴァ・マハーラージャ; saù—彼; tadä—その時; çastra-varñeëa—

武器の嵐によって; bhüriëä—絶え間ない; na—ではない; eva—確かに; adåçyata—見るこ

とができた; äcchannaù—覆われて; äsäreëa—絶え間ない雨によって; yathä—〜のように; 

giriù—山。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、襲いかかる無数の武器によって全身を覆われた。山ドゥルヴァ・マハーラージャは、襲いかかる無数の武器によって全身を覆われた。山ドゥルヴァ・マハーラージャは、襲いかかる無数の武器によって全身を覆われた。山ドゥルヴァ・マハーラージャは、襲いかかる無数の武器によって全身を覆われた。山

が集中豪雨に覆われるように。が集中豪雨に覆われるように。が集中豪雨に覆われるように。が集中豪雨に覆われるように。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

シュリーラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラはこの節について、

ドゥルヴァ・マハーラージャが敵の豪雨のような矢の攻撃で覆われた、といっても、敗北し

たわけではない、と指摘しています。山の頂上が大雨に包まれるという例は、この状況を適

格に描写しています。なぜなら、山が集中豪雨に見舞われると、山の斜面に積もっていた汚

れたものがすべて洗いながされるからです。同じように、敵が放った矢の総攻撃は、かえっ

てドゥルヴァ・マハーラージャにヤクシャ族を撃破する新たな勢いをつけた、とうことであ

り、それまであったかもしれないドゥルヴァの弱点は洗いながされた、ということなのです。 
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第第第第１４１４１４１４節節節節 

 

hahak-arSTadEvaSaqiTSaÖaNaa& idiv PaXYaTaaMa(  ) 
     hTaae_Ya& MaaNav" SaUYaaeR MaGan" Pau<YaJaNaa<aRve   )) 14 )) 

 
ハーハー・カーラス タダイヴァーシートゥ 

hähä-käras tadaiväsét 
 

シッダハーナーンム ディヴィ パッシャターンム 

siddhänäà divi paçyatäm 
 

ハトー ヤンム マーナヴァハ スーリョー 

hato 'yaà mänavaù süryo 
 

マグナハ プニャ・ジャナールナヴェー 

magnaù puëya-janärëave 
 

hähä-käraù—失望の叫び; tadä—その時; eva—確かに; äsét—表わされた; siddhänäm—

シッダローカの住人すべての; divi—空に; paçyatäm—戦いを見つめていた者たち; hataù—

殺した; ayam—この; mänavaù—マヌの孫; süryaù—太陽; magnaù—沈む; puëya-jana—

ヤクシャ族の; arëave—海に。 
 

高位の惑星に住むすべてのシッダたちは、空からその高位の惑星に住むすべてのシッダたちは、空からその高位の惑星に住むすべてのシッダたちは、空からその高位の惑星に住むすべてのシッダたちは、空からその戦いを見つめていたが、ドゥル戦いを見つめていたが、ドゥル戦いを見つめていたが、ドゥル戦いを見つめていたが、ドゥル

ヴァ・マハーラージャが集中攻撃の矢に全身を覆われたとき、叫びをあげた。「マヌのヴァ・マハーラージャが集中攻撃の矢に全身を覆われたとき、叫びをあげた。「マヌのヴァ・マハーラージャが集中攻撃の矢に全身を覆われたとき、叫びをあげた。「マヌのヴァ・マハーラージャが集中攻撃の矢に全身を覆われたとき、叫びをあげた。「マヌの

孫、ドゥルヴァが敗れた！」。ドゥルヴァ・マハーラージャが太陽のように昇り、そし孫、ドゥルヴァが敗れた！」。ドゥルヴァ・マハーラージャが太陽のように昇り、そし孫、ドゥルヴァが敗れた！」。ドゥルヴァ・マハーラージャが太陽のように昇り、そし孫、ドゥルヴァが敗れた！」。ドゥルヴァ・マハーラージャが太陽のように昇り、そし

て今、ヤクシャ族という海のなかに沈んでいった、と叫んだのである。て今、ヤクシャ族という海のなかに沈んでいった、と叫んだのである。て今、ヤクシャ族という海のなかに沈んでいった、と叫んだのである。て今、ヤクシャ族という海のなかに沈んでいった、と叫んだのである。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節にあるmänava（マーナヴァ）ということばはひじょうに重要です。ふつう「人間」と

いう意味で使われており、ここでドゥルヴァ・マハーラージャはマーナヴァと呼ばれていま

す。ドゥルヴァ・マハーラージャだけではなく、すべての人間がマヌの子孫です。ヴェーダ

文化ではマヌが立法者とされ、今でもインドのヒンドゥー教徒はマヌが定めた法律に従って

います。ですから、人間社会にいる人はだれでもマーナヴァ、つまりマヌの子孫なのですが、

ドゥルヴァ・マハーラージャは、偉大な献愛者であることから、誉れたかきマーナヴァとさ

れています。 

飛行機を使わずに空を飛ぶことのできるシッダローカ惑星の住人は、ドゥルヴァ・マハー

ラージャの勝利を願っていました。このことについてシュリーラ・ルーパ・ゴースヴァーミ

ーは、献愛者は至高主に十分に守られているけれども、半神たち、また一般の人々でさえも

献愛者の安全無事を祈っている、と述べています。ドゥルヴァ・マハーラージャがヤクシャ
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族という海のなかに沈んだ、という比較にも重要な意味がこめられています。太陽が地平線

に沈むと、太陽そのものが海に沈んでしまったかのように見えますが、もちろん太陽が水中

に没したわけではありません。同じように、ドゥルヴァはヤクシャ族の海に沈んだかのよう

に見えても、進退きわまった状態に追いこまれたわけではありません。結局、ドゥルヴァ・

マハーラージャは戦っているのですから、交戦中に危機的状況におちいることがあります。

しかし、窮地におちいったように見えても、太陽が夜明けとともにふたたび姿を現わすよう

に、敗北を喫したわけではなかったのです。 

 
第第第第１５１５１５１５節節節節 

 

NadTSau YaaTauDaaNaezu JaYak-aiXaZvQaae Ma*Dae  ) 
     odiTaïd]QaSTaSYa Naqharaidv >aaSk-r"  )) 15 )) 

 
ナダトゥス ヤートゥダハーネーシュ 

nadatsu yätudhäneñu 
 

ジャヤ・カーシシュヴ アトホー ムリデヘー 

jaya-käçiñv atho mådhe 
 

ウダティシュタハドゥ ラタハス タッシャ 

udatiñöhad rathas tasya 
 

ニーハーラードゥ イヴァ バハースカラハ 

néhäräd iva bhäskaraù 
 

nadatsu—叫んでいるとき; yätudhäneñu—幽霊の体を持つヤクシャ族; jaya-käçiñu—勝

利を宣言している; atho—そのとき; mådhe—戦いで; udatiñöhat—現われた; rathaù—戦闘

馬車 ; tasya—ドゥルヴァ・マハーラージャの ; néhärät—霧の中から ; iva—のように ; 

bhäskaraù—太陽。 
 

ヤクシャ族は戦いに勝ったものと思いこみ、ドゥルヴァ・マハーラージャを撃破したヤクシャ族は戦いに勝ったものと思いこみ、ドゥルヴァ・マハーラージャを撃破したヤクシャ族は戦いに勝ったものと思いこみ、ドゥルヴァ・マハーラージャを撃破したヤクシャ族は戦いに勝ったものと思いこみ、ドゥルヴァ・マハーラージャを撃破した

と宣言した。しかしそのとき、あたかも、たちこめる霧のなかから忽然と太陽が出てくと宣言した。しかしそのとき、あたかも、たちこめる霧のなかから忽然と太陽が出てくと宣言した。しかしそのとき、あたかも、たちこめる霧のなかから忽然と太陽が出てくと宣言した。しかしそのとき、あたかも、たちこめる霧のなかから忽然と太陽が出てく

るように、ドゥルヴァの戦闘馬車が姿を現わした。るように、ドゥルヴァの戦闘馬車が姿を現わした。るように、ドゥルヴァの戦闘馬車が姿を現わした。るように、ドゥルヴァの戦闘馬車が姿を現わした。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ここでは、ドゥルヴァ・マハーラージャが太陽に、ヤクシャ族の大軍がたちこめる霧にた

とえられています。霧の存在は太陽と比較になりません。ときに、太陽は霧に包まれている

ように見えますが、太陽そのものが覆われているわけではありません。私たちの目は雲にさ

えぎられることはありますが、太陽が雲に覆われることはぜったいにありません。太陽との
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比較によって、いついかなるときでもドゥルヴァ・マハーラージャが偉大な人物であること

確証しているのです。 

 
第第第第１６１６１６１６節節節節 

 

DaNauivRSfU-JaRYaiNdVYa& iÜzTaa& %edMauÜhNa(  ) 
     AñaEga& VYaDaMaØa<aEgaRNaaNaqk-iMavaiNal/"   )) 16 )) 

 
ダハヌル ヴィスプフールジャヤン ディヴャンム 

dhanur visphürjayan divyaà 
 

ドゥヴィシャターンム ケヘーダンム ウドゥヴァハン 

dviñatäà khedam udvahan 
 

アストゥラウガハンム ヴャダハマドゥ バーナイル 

astraughaà vyadhamad bäëair 
 

ガハナニーカンム イヴァーニラハ 

ghanänékam ivänilaù 
 

dhanuù— 彼 の 弓 ; visphürjayan— う な り を た て て い る ; divyam— 素 晴 ら し い ; 

dviñatäm—敵の; khedam—嘆き; udvahan—作っている; astra-ogham—様々な型の武器; 

vyadhamat—彼はまき散らした; bäëaiù—彼の矢で; ghana—雲の; anékam—軍隊; iva—の

ような; anilaù—風。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャの弓がうなり、鋭い音をたてて矢が飛ぶたびに、敵兵のドゥルヴァ・マハーラージャの弓がうなり、鋭い音をたてて矢が飛ぶたびに、敵兵のドゥルヴァ・マハーラージャの弓がうなり、鋭い音をたてて矢が飛ぶたびに、敵兵のドゥルヴァ・マハーラージャの弓がうなり、鋭い音をたてて矢が飛ぶたびに、敵兵の

心は悲痛の底にしずんでいく。たたみかけるように矢を放って敵方の武器をことごとく心は悲痛の底にしずんでいく。たたみかけるように矢を放って敵方の武器をことごとく心は悲痛の底にしずんでいく。たたみかけるように矢を放って敵方の武器をことごとく心は悲痛の底にしずんでいく。たたみかけるように矢を放って敵方の武器をことごとく

打ち砕き、その様はあたかも烈風が雲を吹き散らすかのごとく。打ち砕き、その様はあたかも烈風が雲を吹き散らすかのごとく。打ち砕き、その様はあたかも烈風が雲を吹き散らすかのごとく。打ち砕き、その様はあたかも烈風が雲を吹き散らすかのごとく。 

 
第第第第１７１７１７１７節節節節 

 

TaSYa Tae caPaiNaMauR¢-a i>atva vMaaRi<a r+aSaaMa(  ) 
      k-aYaaNaaivivéuiSTaGMaa iGarqNaXaNaYaae YaQaa     )) 17 )) 

 
タッシャ テー チャーパ・ニルムクター 

tasya te cäpa-nirmuktä 
 

ビヒットゥヴァー ヴァルマーニ ラクシャサーンム 

bhittvä varmäëi rakñasäm 
 

カーヤーン アーヴィヴィシュス ティグマー 

käyän äviviçus tigmä 
 

ギリーン アシャナヨー ヤタハー 

girén açanayo yathä 
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tasya—ドゥルヴァの; te—その矢; cäpa—弓から; nirmuktäù—放たれた; bhittvä—貫い

て; varmäëi—盾; rakñasäm—悪魔たちの; käyän—体; äviviçuù—〜に入って; tigmäù—鋭

い; girén—山; açanayaù—雷; yathä—またに〜のように。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャが放つ研ぎすまされた矢が敵兵の盾と肉体を切り裂いてドゥルヴァ・マハーラージャが放つ研ぎすまされた矢が敵兵の盾と肉体を切り裂いてドゥルヴァ・マハーラージャが放つ研ぎすまされた矢が敵兵の盾と肉体を切り裂いてドゥルヴァ・マハーラージャが放つ研ぎすまされた矢が敵兵の盾と肉体を切り裂いて

いく。天上の王の撃つ雷が山々を粉々に打ち砕くように。いく。天上の王の撃つ雷が山々を粉々に打ち砕くように。いく。天上の王の撃つ雷が山々を粉々に打ち砕くように。いく。天上の王の撃つ雷が山々を粉々に打ち砕くように。 

 
第第第第１８１８１８１８−−−−１９１９１９１９節節節節 

 

>açE" SaiH^ÛMaaNaaNaa& iXaraei>aêaåku-<@lE/"  ) 
Oåi>aheRMaTaal/a>aEdaeRi>aRvRl/YavLGaui>a"       )) 18 )) 
harke-YaUrMauku-$E=åZ<aqzEê MahaDaNaE"         ) 
AaSTa*TaaSTaa r<a>auvae reJauvsrMaNaaehra"      )) 19 )) 

 
バハルライヒ サンチデャマーナーナーンム 

bhallaiù saïchidyamänänäà 
 

シロービヒシュ チャール・クンダライヒ 

çirobhiç cäru-kuëòalaiù 
 

ウールビヒル ヘーマ・ターラーバハイル 

ürubhir hema-täläbhair 
 

ドールビヒル ヴァラヤ・ヴァルグビヒヒ 

dorbhir valaya-valgubhiù 
 
 

ハーラ・ケーユーラ・ムクタイル 

hära-keyüra-mukuöair 
 

ウシュニーシャイシュ チャ マハー・ダハナイヒ 

uñëéñaiç ca mahä-dhanaiù 
 

アーストゥリタース ター ラナ・ブフヴォー 

äståtäs tä raëa-bhuvo 
 

レージュル ヴィーラ・マノー・ハラーハ 

rejur véra-mano-haräù 
 

bhallaiù—矢によって; saïchidyamänänäm—寸断されたヤクシャ族の; çirobhiù—頭で; 

cäru—美しい; kuëòalaiù—耳飾りで; ürubhiù—腿と共に; hema-täläbhaiù—⻩⾦のヤシ

の木のように ; dorbhiù—腕と共に ; valaya-valgubhiù—美しい腕輪で ; hära—花輪で ; 

keyüra— 腕 飾 り ; mukuöaiù— そ し て 王 冠 ; uñëéñaiù— タ ー バ ン で ; ca— も ま た ; 

mahä-dhanaiù—非常に高価な; äståtäù—覆われて; täù—それらの; raëa-bhuvaù—戦場; 

rejuù—輝きだした; véra—英雄たちの; manaù-haräù—その心を惑わせている。 
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偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ

ーラージャの矢で砕け散った敵兵たちの頭は、耳飾りやターバンできらびやかに飾られーラージャの矢で砕け散った敵兵たちの頭は、耳飾りやターバンできらびやかに飾られーラージャの矢で砕け散った敵兵たちの頭は、耳飾りやターバンできらびやかに飾られーラージャの矢で砕け散った敵兵たちの頭は、耳飾りやターバンできらびやかに飾られ

ていた。足は⻩⾦のヤシの木とも思われるほど美しく、腕は⾦の腕輪で飾られ、頭は⾦ていた。足は⻩⾦のヤシの木とも思われるほど美しく、腕は⾦の腕輪で飾られ、頭は⾦ていた。足は⻩⾦のヤシの木とも思われるほど美しく、腕は⾦の腕輪で飾られ、頭は⾦ていた。足は⻩⾦のヤシの木とも思われるほど美しく、腕は⾦の腕輪で飾られ、頭は⾦

細工がほどこされたひじょうに高価な王冠で飾られていた。その戦場に累々と横たわる細工がほどこされたひじょうに高価な王冠で飾られていた。その戦場に累々と横たわる細工がほどこされたひじょうに高価な王冠で飾られていた。その戦場に累々と横たわる細工がほどこされたひじょうに高価な王冠で飾られていた。その戦場に累々と横たわる

そのような飾り物は、英雄の心でさえ迷わせるほそのような飾り物は、英雄の心でさえ迷わせるほそのような飾り物は、英雄の心でさえ迷わせるほそのような飾り物は、英雄の心でさえ迷わせるほどきわめて魅力的に見えた。どきわめて魅力的に見えた。どきわめて魅力的に見えた。どきわめて魅力的に見えた。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

当時、戦士が戦場におもむくときは、⾦の装飾品などを身につけ、頭を王冠やターバンで

飾っていたことがわかります。そして戦死すれば、その装飾品は戦利品として敵方に奪われ

ます。戦場で倒れ、装飾品に包まれた兵士たちの死骸は、戦争に加わった勇士たちにとって

は、富を勝ちえる絶好の機会だったことにまちがいありません。 

 
第第第第２０２０２０２０節節節節 

 

hTaaviXaía wTare r<aaiJarad( 
r+aaeGa<aa" +ai}aYavYaRSaaYakE-"  ) 
Pa[aYaae ivv*K<aavYava ivdud]uvu‚ 
Ma*RGaeNd]iv§-Ii@TaYaUQaPaa wv   )) 20 )) 

 
ハターヴァシシュター イタレー ラナージラードゥ 

hatävaçiñöä itare raëäjiräd 
 

ラクショー・ガナーハ クシャトゥリヤ・ヴァリャ・サーヤカイヒ 

rakño-gaëäù kñatriya-varya-säyakaiù 
 

プラーヨー ヴィヴリクナーヴァヤヴァー ヴィドゥドゥルヴル 

präyo vivåkëävayavä vidudruvur 
 

ムリゲーンドゥラ・ヴィクリーディタ・ユータハパー イヴァ 

mågendra-vikréòita-yüthapä iva 
 

hata-avaçiñöäù—殺されずに生き残った兵士たち; itare—他の者たち; raëa-ajirät—戦場

から; rakñaù-gaëäù—ヤクシャ族; kñatriya-varya—もっとも偉大なクシャトリヤすなわち

戦 士 た ち の ; säyakaiù— 矢 に よ っ て ; präyaù— ほ と ん ど ; vivåkëa— 粉 々 に さ れ て ; 

avayaväù—彼らの手足; vidudruvuù—逃げた; mågendra—ライオンによって; vikréòita—

負けて; yüthapäù—象; iva—〜のように。 
 

殺されずに生き残ったヤクシャたちのなかには、偉大な戦士ドゥルヴァ・マハーラー殺されずに生き残ったヤクシャたちのなかには、偉大な戦士ドゥルヴァ・マハーラー殺されずに生き残ったヤクシャたちのなかには、偉大な戦士ドゥルヴァ・マハーラー殺されずに生き残ったヤクシャたちのなかには、偉大な戦士ドゥルヴァ・マハーラー

ジャの矢によって手や足を切断された者たちもいた。そして、ライオンとの戦いに破れジャの矢によって手や足を切断された者たちもいた。そして、ライオンとの戦いに破れジャの矢によって手や足を切断された者たちもいた。そして、ライオンとの戦いに破れジャの矢によって手や足を切断された者たちもいた。そして、ライオンとの戦いに破れ

た象のように、逃走した。た象のように、逃走した。た象のように、逃走した。た象のように、逃走した。 
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第第第第２１２１２１２１節節節節 

 

APaXYaMaaNa" Sa TadaTaTaaiYaNa& 
MahaMa*Dae k-ÄNa MaaNavaetaMa"      ) 

Paurq& idd*+aàiPa NaaivXad( iÜza& 
   Na MaaiYaNaa& ved ick-IizRTa& JaNa"  )) 21 )) 

 
アパッシャマーナハ サ タダータターイナンム 

apaçyamänaù sa tadätatäyinaà 
 

マハー・ムリデヘー カンチャナ マーナヴォーッタマハ 

mahä-mådhe kaïcana mänavottamaù 
 

プリーンム ディドゥリクシャンー アピ ナーヴィシャドゥ ドゥヴィシャーンム 

puréà didåkñann api näviçad dviñäà 
 

ナ マーイナーンム ヴェーダ チキールシタンム ジャナハ 

na mäyinäà veda cikérñitaà janaù 
 

apaçyamänaù—見られない時に; saù—ドゥルヴァ; tadä—その時; ätatäyinam—武装し

た敵兵たち; mahä-mådhe—広大な戦場に; kaïcana—だれも; mänava-uttamaù—人類の

なかでもっとも優れた者; purém—その都市; didåkñan—見たいと願うこと; api—〜ではあ

るけれども; na äviçat—入らなかった; dviñäm—敵方の; na—ではない; mäyinäm—神秘家

たちの; veda—知っている; cikérñitam—計画; janaù—だれでも。 
 

人類のなかでもっとも優れた人物ドゥルヴァ・マハーラージャは、その広大な戦場で、人類のなかでもっとも優れた人物ドゥルヴァ・マハーラージャは、その広大な戦場で、人類のなかでもっとも優れた人物ドゥルヴァ・マハーラージャは、その広大な戦場で、人類のなかでもっとも優れた人物ドゥルヴァ・マハーラージャは、その広大な戦場で、

まともな武器を手に立ち向かおうとする敵兵がいなくなったのを見届けた。そして、ヤまともな武器を手に立ち向かおうとする敵兵がいなくなったのを見届けた。そして、ヤまともな武器を手に立ち向かおうとする敵兵がいなくなったのを見届けた。そして、ヤまともな武器を手に立ち向かおうとする敵兵がいなくなったのを見届けた。そして、ヤ

クシャ族の都市アラカープリーの内部を見ようとしたが、「魔力を持つヤクシャ族がなクシャ族の都市アラカープリーの内部を見ようとしたが、「魔力を持つヤクシャ族がなクシャ族の都市アラカープリーの内部を見ようとしたが、「魔力を持つヤクシャ族がなクシャ族の都市アラカープリーの内部を見ようとしたが、「魔力を持つヤクシャ族がな

にを考えているか、だれにもわからない」と考え、思いとどまった。にを考えているか、だれにもわからない」と考え、思いとどまった。にを考えているか、だれにもわからない」と考え、思いとどまった。にを考えているか、だれにもわからない」と考え、思いとどまった。 

 
第第第第２２２２２２２２節節節節 

 

wiTa b]uv&iê}arQa" SvSaariQa& 
      Yata" Pareza& Pa[iTaYaaeGaXaiªTa"    ) 

éué[av XaBd& Jal/DaeirveirTa& 
        Na>aSvTaae id+au rJaae_Nvd*XYaTa )) 22 )) 

 
イティ ブルヴァンムシュ チトゥラ・ラタハハ スヴァ・サーラティンム 

iti bruvaàç citra-rathaù sva-särathià 
 

ヤッタハ パレーシャーンム プラティヨーガ・シャンキタハ 

yattaù pareñäà pratiyoga-çaìkitaù 
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シュシュラーヴァ シャブダンム ジャラデヘール イヴェーリタンム 

çuçräva çabdaà jaladher iveritaà 
 

ナバハスヴァトー ディクシュ ラジョー ンヴァドゥリッシャタ 

nabhasvato dikñu rajo 'nvadåçyata 
 

iti—このように; bruvan—話している; citra-rathaù—ひじょうに美しい戦闘馬車を持つ

ドゥルヴァ・マハーラージャ; sva-särathim—御者に; yattaù—警戒して; pareñäm—敵側か

ら; pratiyoga—反撃; çaìkitaù—懸念して; çuçräva—聞いた; çabdam—音; jaladheù—海か

ら; iva—〜かのように; éritam—鳴り響いた; nabhasvataù—風のために; dikñu—あらゆる

方角に; rajaù—埃; anu—その時; adåçyata—見られた。 
 

魔力をそなえた敵の動向を怪しむドゥルヴァ・マハーラージャが御者と話しをしてい魔力をそなえた敵の動向を怪しむドゥルヴァ・マハーラージャが御者と話しをしてい魔力をそなえた敵の動向を怪しむドゥルヴァ・マハーラージャが御者と話しをしてい魔力をそなえた敵の動向を怪しむドゥルヴァ・マハーラージャが御者と話しをしてい

たそのとき、あたりが海に囲まれたかのように、どこからともなく凄まじい音が聞こえ、たそのとき、あたりが海に囲まれたかのように、どこからともなく凄まじい音が聞こえ、たそのとき、あたりが海に囲まれたかのように、どこからともなく凄まじい音が聞こえ、たそのとき、あたりが海に囲まれたかのように、どこからともなく凄まじい音が聞こえ、

さらに、荒れ狂う埃の嵐が四方八方から襲いかかってきた。さらに、荒れ狂う埃の嵐が四方八方から襲いかかってきた。さらに、荒れ狂う埃の嵐が四方八方から襲いかかってきた。さらに、荒れ狂う埃の嵐が四方八方から襲いかかってきた。 

 
第第第第２３２３２３２３節節節節 

 

+a<aeNaaC^aidTa& VYaaeMa gaNaaNaqke-Na SavRTa" ) 
ivSfu-rtai@Taa id+au }aaSaYaTSTaNaiYaÒuNaa  )) 23 )) 

 
クシャネーナーッチャーディタンム ヴョーマ 

kñaëenäcchäditaà vyoma 
 

ガハナーニーケーナ サルヴァタハ 

ghanänékena sarvataù 
 

ヴィスプフラトゥ・タディター ディクシュ 

visphurat-taòitä dikñu 
 

トゥラーサヤトゥ・スタナイトゥヌナー 

träsayat-stanayitnunä 
 

kñaëena—またたくまに; äcchäditam—覆われた; vyoma—空; ghana—分厚い雲の; 

anékena—大量; sarvataù—どこにも; visphurat—まばゆい; taòitä—稲光で; dikñu—あら

ゆる方角に; träsayat—脅す; stanayitnunä—雷鳴で。 
 

またたくまに空が分厚い雲におおわれ、猛烈な雷鳴がどこからともなく聞こえてくる。またたくまに空が分厚い雲におおわれ、猛烈な雷鳴がどこからともなく聞こえてくる。またたくまに空が分厚い雲におおわれ、猛烈な雷鳴がどこからともなく聞こえてくる。またたくまに空が分厚い雲におおわれ、猛烈な雷鳴がどこからともなく聞こえてくる。

つづいてまばゆい稲光が周囲を包み、激しい雨が降ってきた。つづいてまばゆい稲光が周囲を包み、激しい雨が降ってきた。つづいてまばゆい稲光が周囲を包み、激しい雨が降ってきた。つづいてまばゆい稲光が周囲を包み、激しい雨が降ってきた。 

 
第第第第２４２４２４２４節節節節 

 

vv*zU åiDaraEgaaSa*KPaUYaiv<MaU}aMaedSa"   ) 
iNaPaeTauGaRGaNaadSYa k-bNDaaNYaGa]Taae_Naga )) 24 )) 
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ヴァヴリシュー ルディラウガハースリク・ 

vavåñü rudhiraughäsåk- 
 

プーヤ・ヴィン・ムートゥラ・メーダサハ 

püya-vië-mütra-medasaù 
 

ニペートゥル ガガナードゥ アッシャ 

nipetur gaganäd asya 
 

カバンダハーニ アグラトー ナガハ 

kabandhäny agrato 'nagha 
 

vavåñuù—降ってきた; rudhira—血の; ogha—洪水; asåk—痰; püya—膿（うみ）; viö—糞; 

mütra—尿; medasaù—随（ずい）; nipetuù—降り始めた; gaganät—空から; asya—ドゥルヴ

ァの; kabandhäni—胴体; agrataù—〜の前に; anagha—おお、完全なるヴィドゥラよ。 
 

完全なるヴィドゥラよ。その雨のなかには、血、痰、膿、糞、尿、随など、さらに人完全なるヴィドゥラよ。その雨のなかには、血、痰、膿、糞、尿、随など、さらに人完全なるヴィドゥラよ。その雨のなかには、血、痰、膿、糞、尿、随など、さらに人完全なるヴィドゥラよ。その雨のなかには、血、痰、膿、糞、尿、随など、さらに人

間の胴体が無数に混じり、ドゥルヴァ・マハーラージ間の胴体が無数に混じり、ドゥルヴァ・マハーラージ間の胴体が無数に混じり、ドゥルヴァ・マハーラージ間の胴体が無数に混じり、ドゥルヴァ・マハーラージャにむかって怒濤のように落下しャにむかって怒濤のように落下しャにむかって怒濤のように落下しャにむかって怒濤のように落下し

てきた。てきた。てきた。てきた。 

 
第第第第２５２５２５２５節節節節 

 

TaTa" %e_d*XYaTa iGairiNaRPaeTau" SavRTaaeidXaMa( ) 
GadaPairgaiNaiñ&XaMauSal/a" SaaXMavizR<a"   )) 25 )) 

 
タタハ ケヘー ドゥリッシャタ ギリル 

tataù khe 'dåçyata girir 
 

ニペートゥフ サルヴァトー・ディシャンム 

nipetuù sarvato-diçam 
 

ガダー・パリガハ・ニストゥリンムシャ・ 

gadä-parigha-nistriàça- 
 

ムサラーハ シャーシュマ・ヴァルシナハ 

musaläù säçma-varñiëaù 
 

tataù—その後; khe—空に; adåçyata—見ることができた; giriù—山; nipetuù—転落して

きた; sarvataù-diçam—あらゆる方向から; gadä—戦闘棒; parigha—鉄の棒; nistriàça—

剣; musaläù—矛; sa-açma—巨大な石の塊; varñiëaù—〜が降りそそぎ。 
 

つぎに、巨大な山が空に現われ、四方八方から雹つぎに、巨大な山が空に現われ、四方八方から雹つぎに、巨大な山が空に現われ、四方八方から雹つぎに、巨大な山が空に現われ、四方八方から雹（ひょう）（ひょう）（ひょう）（ひょう）が降りが降りが降りが降りそそぎ、そのなかに無そそぎ、そのなかに無そそぎ、そのなかに無そそぎ、そのなかに無

数の矛、戦闘棒、剣、鉄の棒、巨岩が混ざりあってドゥルヴァに襲いかかってきた。数の矛、戦闘棒、剣、鉄の棒、巨岩が混ざりあってドゥルヴァに襲いかかってきた。数の矛、戦闘棒、剣、鉄の棒、巨岩が混ざりあってドゥルヴァに襲いかかってきた。数の矛、戦闘棒、剣、鉄の棒、巨岩が混ざりあってドゥルヴァに襲いかかってきた。 
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第第第第２６２６２６２６節節節節 

 

AhYaae_XaiNaiNa"ìaSaa vMaNTaae_iGan& åzai+ai>a" ) 
A>YaDaavNa( GaJaa Mataa" iSa&hVYaaga]aê YaUQaXa" )) 26 )) 

 
アハヨー シャニ・ニフシュヴァーサー 

ahayo 'çani-niùçväsä 
 

ヴァマントー グニンム ルシャークシビヒヒ 

vamanto 'gnià ruñäkñibhiù 
 

アビャダハーヴァン ガジャー マッターハ 

abhyadhävan gajä mattäù 
 

シンムハ・ヴャーグフラーシュ チャ ユータハシャハ 

siàha-vyäghräç ca yüthaçaù 
 

ahayaù— 蛇 ; açani— 雷 ; niùçväsäù— 呼 吸 ; vamantaù— 吐い ている ; agnim— 火 ; 

ruñä-akñibhiù—怒り狂った目で; abhyadhävan—現われた; gajäù—象; mattäù—狂って; 

siàha—ライオン; vyäghräù—⻁; ca—もまた; yüthaçaù—群になって。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、目に怒気をみなぎらせた巨大な蛇が群になって口かドゥルヴァ・マハーラージャは、目に怒気をみなぎらせた巨大な蛇が群になって口かドゥルヴァ・マハーラージャは、目に怒気をみなぎらせた巨大な蛇が群になって口かドゥルヴァ・マハーラージャは、目に怒気をみなぎらせた巨大な蛇が群になって口か

ら火を吹き、自分めがけて襲いかかってくるのを見た。そのあとに何頭もの狂った象、ら火を吹き、自分めがけて襲いかかってくるのを見た。そのあとに何頭もの狂った象、ら火を吹き、自分めがけて襲いかかってくるのを見た。そのあとに何頭もの狂った象、ら火を吹き、自分めがけて襲いかかってくるのを見た。そのあとに何頭もの狂った象、

ライオン、⻁がつづいてくる。ライオン、⻁がつづいてくる。ライオン、⻁がつづいてくる。ライオン、⻁がつづいてくる。 

 
第第第第２７２７２７２７節節節節 

 

SaMaud] OiMaRi>a>asMa" âavYaNa( SavRTaae >auvMa(  ) 
AaSaSaad Mahahk-LPaaNTa wv >aqz<a"     )) 27 )) 

 
サムドゥラ ウールミビヒル ビヒーマハ 

samudra ürmibhir bhémaù 
 

プラーヴァヤン サルヴァトー ブフヴァンム 

plävayan sarvato bhuvam 
 

アーササーダ マハー・フラーダハ 

äsasäda mahä-hrädaù 
 

カルパーンタ イヴァ ビヒーシャナハ 

kalpänta iva bhéñaëaù 
 

samudraù—海; ürmibhiù—波と共に; bhémaù—激しい; plävayan—押し寄せている; 

sarvataù—あらゆる方向に; bhuvam—地球; äsasäda—襲ってくる; mahä-hrädaù—大きな

音をたてている; kalpa-ante—〜カルパの終わりの（消滅）; iva—〜のような; bhéñaëaù—

恐ろしい。 
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さらに、あたかも全世界が消滅する時が来たかのように、泡立つ波とともに荒れ狂うさらに、あたかも全世界が消滅する時が来たかのように、泡立つ波とともに荒れ狂うさらに、あたかも全世界が消滅する時が来たかのように、泡立つ波とともに荒れ狂うさらに、あたかも全世界が消滅する時が来たかのように、泡立つ波とともに荒れ狂う

恐ろしい海が巨大なうなり声とともにドゥルヴァめがけて打ち寄せてくる。恐ろしい海が巨大なうなり声とともにドゥルヴァめがけて打ち寄せてくる。恐ろしい海が巨大なうなり声とともにドゥルヴァめがけて打ち寄せてくる。恐ろしい海が巨大なうなり声とともにドゥルヴァめがけて打ち寄せてくる。 

 
第第第第２８２８２８２８節節節節 

 

Wv&ivDaaNYaNaek-aiNa }aaSaNaaNYaMaNaiSvNaaMa(  ) 
SaSa*JauiSTaGMaGaTaYa AaSauYaaR MaaYaYaaSaura"  )) 28 )) 

 
エーヴァンム・ヴィダハーニ アネーカーニ 

evaà-vidhäny anekäni 
 

トゥラーサナーニ アマナスヴィナーンム 

träsanäny amanasvinäm 
 

サスリジュス ティグマ・ガタヤ 

sasåjus tigma-gataya 
 

アースリャー マーヤヤースラーハ 

äsuryä mäyayäsuräù 
 

evam-vidhäni—このような（現象） ; anekäni—数多くの〜 ; träsanäni—恐ろしい ; 

amanasvinäm— 知 性 の 足 ら な い 人 々 に 対 し て ; sasåjuù— 彼 ら は 創 り だ し た ; 

tigma-gatayaù—極悪な気質の; äsuryä—悪魔的な; mäyayä—幻想によって; asuräù—悪魔

たち。 
 

悪魔のヤクシャ族は、生まれながらにして邪悪な気質を持ち、悪魔的な幻術を使って、悪魔のヤクシャ族は、生まれながらにして邪悪な気質を持ち、悪魔的な幻術を使って、悪魔のヤクシャ族は、生まれながらにして邪悪な気質を持ち、悪魔的な幻術を使って、悪魔のヤクシャ族は、生まれながらにして邪悪な気質を持ち、悪魔的な幻術を使って、

知性に欠ける者を恐怖に陥れる知性に欠ける者を恐怖に陥れる知性に欠ける者を恐怖に陥れる知性に欠ける者を恐怖に陥れる摩訶不思議摩訶不思議摩訶不思議摩訶不思議な幻影を限りなく引きおこすことができる。な幻影を限りなく引きおこすことができる。な幻影を限りなく引きおこすことができる。な幻影を限りなく引きおこすことができる。 

 
第第第第２９２９２９２９節節節節 

 

Da]uve Pa[Yau¢-aMaSaurESTaa& MaaYaaMaiTaduSTaraMa(     ) 
iNaXaMYa TaSYa MauNaYa" XaMaaXa&SaNa( SaMaaGaTaa" )) 29 )) 

 
ドゥルヴェー プラユクターンム アスライス 

dhruve prayuktäm asurais 
 

ターンム マーヤーンム アティドゥスタラーンム 

täà mäyäm atidustaräm 
 

ニシャミャ タッシャ ムナヤハ 

niçamya tasya munayaù 
 

シャンム アーシャンムサン サマーガターハ 

çam äçaàsan samägatäù 
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dhruve—ドゥルヴァに対して; prayuktäm—加えられた; asuraiù—悪魔たちによって; 

täm—その; mäyäm—神秘的な力; ati-dustaräm—非常に危険な; niçamya—聞いた後; 

tasya—彼の; munayaù—偉大な聖者たち; çam—幸運; äçaàsan—〜に対して激励する; 

samägatäù—集まった。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャが悪魔たちの妖術に撹乱されていることを聞いた偉大なドゥルヴァ・マハーラージャが悪魔たちの妖術に撹乱されていることを聞いた偉大なドゥルヴァ・マハーラージャが悪魔たちの妖術に撹乱されていることを聞いた偉大なドゥルヴァ・マハーラージャが悪魔たちの妖術に撹乱されていることを聞いた偉大な

聖者たちはすぐに集まり、勝利を約束する激励のことばを伝えた。聖者たちはすぐに集まり、勝利を約束する激励のことばを伝えた。聖者たちはすぐに集まり、勝利を約束する激励のことばを伝えた。聖者たちはすぐに集まり、勝利を約束する激励のことばを伝えた。 

 
第第第第３０３０３０３０節節節節 

 

MauNaYa Ocu 
AaEtaaNaPaad >aGava&STav Xaa(r)RDaNva 

dev" i+a<aaeTvvNaTaaiTaRhrae ivPa+aaNa( ) 
YaàaMaDaeYaMai>aDaaYa iNaXaMYa caÖa 

l/aek-ae_ÅSaa TariTa duSTarMa(r) Ma*TYauMa( )) 30 )) 
 

ムナヤ ウーチュフ 

munaya ücuù 
 

アウッターナパーダ バハガヴァーンムス タヴァ シャールンガダハンヴァー 

auttänapäda bhagaväàs tava çärìgadhanvä 
 

デーヴァハ クシノートゥヴ アヴァナタールティ・ハロー ヴィパクシャーン 

devaù kñiëotv avanatärti-haro vipakñän 
 

ヤン・ナーマデヘーヤンム アビヒダハーヤ ニシャミャ チャーッダハー 

yan-nämadheyam abhidhäya niçamya cäddhä 
 

ローコー ンジャサー タラティ ドゥスタランム アンガ ムリテュンム 

loko 'ïjasä tarati dustaram aìga måtyum 
 

munayaù ücuù—聖者たちが言った ; auttänapäda—ウッターナパーダ王の子息よ ; 

bhagavän—至高人格主神; tava—あなたの; çärìga-dhanvä—シャールンガという名の弓

を持つ方; devaù—主; kñiëotu—主が殺すように; avanata—身を委ねた魂の; ärti—苦しむ

者; haraù—取りのぞく者; vipakñän—敵; yat—〜である者の; nämadheyam—聖なる名前; 

abhidhäya—唱えること; niçamya—聞くこと; ca—もまた; addhä—すぐに; lokaù—人々; 

aïjasä—完全に; tarati—克服する; dustaram—乗り越えられない; aìga—ドゥルヴァよ; 

måtyum—死。 
 

聖者たちが言う。「ドゥルヴァよ、ウッターナパーダ王の子息よ。献愛者を苦しみか聖者たちが言う。「ドゥルヴァよ、ウッターナパーダ王の子息よ。献愛者を苦しみか聖者たちが言う。「ドゥルヴァよ、ウッターナパーダ王の子息よ。献愛者を苦しみか聖者たちが言う。「ドゥルヴァよ、ウッターナパーダ王の子息よ。献愛者を苦しみか

ら救うシャールンガダンヴァーという名をもつ至高人格主神が、あなたを攻撃しているら救うシャールンガダンヴァーという名をもつ至高人格主神が、あなたを攻撃しているら救うシャールンガダンヴァーという名をもつ至高人格主神が、あなたを攻撃しているら救うシャールンガダンヴァーという名をもつ至高人格主神が、あなたを攻撃している



21 

 

敵をことごとく殺害してくださるよう祈る。主の聖なる名前は主と同じ力をそなえてお敵をことごとく殺害してくださるよう祈る。主の聖なる名前は主と同じ力をそなえてお敵をことごとく殺害してくださるよう祈る。主の聖なる名前は主と同じ力をそなえてお敵をことごとく殺害してくださるよう祈る。主の聖なる名前は主と同じ力をそなえてお

り、多くの人々が、恐ろしい死をたやすく克服する。こうして献愛者はり、多くの人々が、恐ろしい死をたやすく克服する。こうして献愛者はり、多くの人々が、恐ろしい死をたやすく克服する。こうして献愛者はり、多くの人々が、恐ろしい死をたやすく克服する。こうして献愛者は救われ救われ救われ救われるのであるのであるのであるのであ

る」る」る」る」 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

偉大なリシたちは、ヤクシャ族が仕かけた妖術に困惑しきっていたドゥルヴァ・マハーラ

ージャに語りかけました。献愛者はいつでも至高人格主神に守られます。聖者たちは、主の

導きを受けたからこそドゥルヴァ・マハーラージャの元に駆けつけ、「あなたは至高主に完

全に身をゆだねた魂だから、危険などはない」と励ましたのでした。献愛者は、死ぬときに

主の恩寵をさずかってただ主の聖なるマハー・マントラ――ハレー・クリシュナ、ハレー・

クリシュナ、クリシュナ・クリシュナ、ハレー・ハレー、ハレー・ラーマ、ハレー・ラーマ、

ラーマ・ラーマ、ハレー・ハレー――を唱えさえすれば、物質界という広大な海を乗りこえ

て精神界に入ることができます。そうすれば、生と死が繰りかえされる世界には決してもど

りません。ただ主の聖なる名前を唱えるだけで、私たちは死の海を渡りきることができます。

だからこそ、そのときはヤクシャ族の妖術に心乱されはしたものの、やがてドゥルヴァ・マ

ハーラージャが勝利をおさめることは、確実だったのです。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第４編・第

10章、「ドゥルヴァ・マハーラージャとヤクシャ族の戦い」の要旨解説を終了します。 


